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議 会

美浜町議会議長

竹仲 良廣

新年のご挨拶New Year greetings

美浜町長

戸嶋 秀樹行 政

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
、
私
ど
も
の
議
会
活
動

に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
翻ほ

ん
ろ
う弄
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

海
水
浴
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
五
木
ひ
ろ
し
ふ

る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
や
夏
フ
ェ
ス
タ
、
町
民

レ
ガ
ッ
タ
、
み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス
等
の
大

型
イ
ベ
ン
ト
も
軒
並
み
中
止
と
な
り
、
に

ぎ
わ
い
の
少
な
い
静
か
な
１
年
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
3
月
に
は

平
成
30
年
か
ら
進
め
て
き
た
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
東
西
南
北

の
テ
ラ
ス
や
足
湯
、
カ
フ
ェ
、
ソ
フ
ァ
ー

等
が
整
備
さ
れ
、
雄
大
な
日
本
海
や
三

方
五
湖
の
景
色
が
楽
し
め
る
空
間
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
も
、

身
近
に
あ
る
地
元
の
絶
景
を
堪
能
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
町
で
は｢

若
狭
美
浜
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地｣

へ
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
同
産

業
団
地
に
㈱
春
日
野
運
送
と
㈱
レ
ン
タ
ル

の
ニ
ッ
ケ
ン
の
2
社
の
進
出
が
決
ま
り
ま

し
た
。
議
会
と
し
て
は
、
雇
用
の
創
出
は

も
と
よ
り
、
地
域
振
興
や
町
の
活
性
化
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
3
号

機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
請
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
と
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き

し
、
議
論
を
重
ね
、
美
浜
町
民
の
安
全
確

保
を
大
前
提
に
、
美
浜
発
電
所
と
の
共
存

共
栄
に
よ
り
、
住
民
福
祉
の
一
層
の
向
上

を
図
る
た
め｢

同
意｣

す
べ
き
と
判
断
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
発
電
所
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
に
目
を
向
け
な
が

ら
、
原
子
力
の
安
全
性
の
追
求
に
な
お
一

層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
経
済
情
勢
の
悪
化
や
、
少
子
高
齢
化

の
中
、
私
た
ち
が｢

安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち｣

を
築
く
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
厳
し

い
社
会
情
勢
を
乗
り
切
り
、
協
働
の
ま

ち
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
愛

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
未
来
の
た
め
に
、
町
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
議
会
一
丸
と
な
っ

新
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

動
強
化
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実
、

要
支
援
者
に
対
す
る
地
域
の
支
え
合
い
体

制
づ
く
り
等
の
自
助･

共
助
の
強
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
か
ら
な
び
あ
す
ま

で
の
区
間
を｢

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン｣

と
位

置
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
々
が
集
い
、

交
流
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
令
和
4
年
春
の
開

業
を
目
指
し
、
道
の
駅
や
観
光
農
園
の
整

備
、
な
び
あ
す
若
者
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は｢

夢
と
希
望･

活
気
あ
ふ
れ

る
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

　

昨
年
は
、
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
に
㈱
春
日
野
運
送
と
㈱
レ
ン
タ
ル
の

ニ
ッ
ケ
ン
の
2
社
に
進
出
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
美
浜
東｢

美
し
野｣

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
は
、
57
区
画
中
51
区
画
の
分
譲

が
進
み
、
若
い
世
代
に
入
居
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
は
、
県
と
の
連

携
の
下
に
農
業
人
材
育
成
拠
点
施
設
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。
雇
用
の
創
出
と
産
業

強
化
、
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は｢

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る･

住
み
た
く
な
る･

応
援
し
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り｣

で
す
。

　

三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
で
は
、
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
に
向
け
、
県
や
若
狭
町
、
昨
年

設
立
し
た
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
を
は
じ
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
た

な
電
池
推
進
遊
覧
船
の
航
行
や
サ
イ
ク
リ

明

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
や

観
光
列
車
等
の
運
行
に
よ
る
魅
力
向
上
を

図
り
、
周
遊
滞
在
型
観
光
の
実
現
に
向
け

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
や
ふ
る
さ
と
納
税
者
等
、
多
様
な
関
わ

り
の
中
で
本
町
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
々
を｢

み
は
ま
応
援
ク

ル
ー｣

と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
応
援
ク
ル
ー
が
本
町
と

の
関
係
を
深
化
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
の
中
で
も
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
3
本
の
柱
を
着
実
に
進
め

る
に
は
、｢

が
ん
ば
る
美
浜
人｣｢

元
気
な

集
落
パ
ワ
ー｣

等
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
力

が
必
要
で
す
。

　

昨
年
度
は
各
集
落
に
赴
き
、
未
来
を
見

据
え
た｢

集
落
元
気
プ
ラ
ン｣

の
策
定
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
現
在
、
10
集
落
が
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
8
集
落
で
策
定
に
向
け

た
研
修
会
等
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
地
域

愛
の
も
と
に
、
集
落
の
課
題
を
自
分
ご
と

と
捉
え
、
次
々
と
立
ち
上
が
る
動
き
は
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
力
強
い｢

う
ね
り｣

で

あ
り
、
町
と
し
て
も
が
ん
ば
る
集
落
の
プ

ラ
ン
実
現
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

　

猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す

が
、
感
染
予
防
の
徹
底
と
経
済
の
両
立
を

図
り
な
が
ら
町
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
皆
さ
ま
で
す
。

皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
の
課
題
解
決
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
町
議
会
に
対
し
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
願
い
、
明
る
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ

ラ
ソ
ン
や
町
民
レ
ガ
ッ
タ
、
ナ
ビ
フ
ェ
ス
等

の
主
要
イ
ベ
ン
ト
を
や
む
な
く
中
止
い
た

し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新

し
い
生
活
様
式
の
も
と
、
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
新
年
の
抱
負
を
申
し

述
べ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
原
子
力
行
政
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
国
か
ら
美
浜
発
電
所
3
号
機

の
再
稼
働
に
係
る
同
意
要
請
を
受
け
、
議

会
に
対
し
意
見
の
集
約
を
求
め
る
と
と
も

に
、
町
の
皆
さ
ま
に
説
明
会
等
を
開
催
し

意
見
を
求
め
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
、
再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
判

断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
3
本
の
柱
の
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
つ
目
は｢

住
ん
で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と

誇
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
等
の
更
新
に
順
次
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
年
2
月
に
は
最
新
の
防
災

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
。
併

せ
て
、
自
主
防
災
組
織
や
防
災
士
会
の
活

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コロナを乗り越え
　　安心で快適に暮らせる
　　　　まちを目指して

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望

｢地域愛｣あふれる

　美
うま

し美浜を目指して

↑リニューアルしたレインボーライン山頂公園
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　美浜発電所は、1 号機が昭和 45 年 (1970 年 )11 月 28 日に営業運転
を開始し、50 年を迎えました。
　町では、国の発展に寄与すべく原子力発電所を誘致してから ｢ 原子力
と共生する町 ｣ として、半世紀にわたり安全 ･ 安心を追及しつつ、町民
の皆さまのご理解とご支援をいただきながら、原子力発電のパイオニア
として、国のエネルギー政策に貢献してきました。

原
子
力
と
共
に
歩
み
半
世
紀

原子力と共に歩み半世紀

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、原
子
力
発
電

所
の
安
全
基
準
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、こ
の
事
故
の
教
訓
や
反
省
等

を
踏
ま
え
、原
子
力
発
電
所
等
の
安
全

規
制
を
強
化
す
る
た
め
、独
立
性
の
高
い

｢

原
子
力
規
制
委
員
会｣

を
設
置
し
、同

委
員
会
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
等
の
新

た
な
規
制
基
準
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、こ
の｢

新
規
制
基

準｣

を
踏
ま
え
、必
要
な
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
検
討
し
、電
力
供
給
力
や
運
転
可

能
期
間
、工
事
費
等
を
勘
案
し
た
結
果
、

1･

2
号
機
に
つ
い
て
は
廃
炉
を
決
定

し
、平
成
29
年
4
月
か
ら
廃
止
措
置
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

美
浜
発
電
所
の
近
況

　

ま
た
、3
号
機
に
つ
い
て
は
60
年
ま
で

の
運
転
に
向
け
、新
規
制
基
準
に
適
合
す

る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
の
実
施
を
判

断
し
、平
成
29
年
6
月
に
着
工
、令
和
2

年
9
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

↑1･2号機廃止措置工事

↑3号機安全性向上対策工事

　

令
和
2
年
10
月
16
日
に
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
の
方

針
に
基
づ
き
、
国
か
ら
、
3
号
機
の
再

稼
働
に
対
す
る
町
の
理
解
と
協
力
の
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

住
民
説
明
会
等
で
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
再
稼
働
の

是
非
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。↑住民説明会を開催(令和2年10月)

1 号機 2 号機 3 号機

　発電出力 34.0 万 kw 50.0 万 kw 82.6 万 kw

　営業運転開始日 昭和 45 年 11 月 28 日 昭和 47 年 7 月 25 日 昭和 51 年 12 月 1 日

　運転状況
平成 27 年 4 月 27 日

運転終了
平成 27 年 4 月 27 日

運転終了
平成 23 年 5 月 14 日～

定期検査中

　累計発電電力量 638.01 億 kw 1,075.29 億 kw 1,780.24 億 kw

　【各号機の状況】

　■廃止措置工事
　　(1･2 号機 )

　■安全性向上対策工事
　　(3 号機 )

　平成 29 年 4 月 19 日
　・原子力規制委員会により廃止措置計画認可
　・廃止措置工事着工
　

　令和 27 年度廃止措置工事完了予定

　平成 28 年 10 月 5 日
　　原子力規制委員会により
　　新規制基準適合審査に係
　　る原子炉設置変更許可
　平成 28 年 11 月 16 日
　　原子力規制委員会により
　　運転延長許可
　平成 29 年 6 月 8 日
　　安全性向上対策工事着工
　令和 2 年 9 月 18 日
　　安全性向上対策工事完了

美浜発電所の概要 ･ 状況
◆位置：美浜町丹生66号 ◆敷地面積：約59万㎡

　(甲子園球場の約15倍 )
◆炉形式：加圧水型軽水炉 (PWR)

( 上段から )
・昭和 36 年当時の丹生地区
  ・1 号機の建設が始まったころの美浜発電所 ( 昭和 43 年 5 月 ) 
    ・3 号機の安全性向上対策工事が完了した現在の美浜発電所 ( 令和 2 年 10 月 )

美
浜
発
電
所
の
営
業
運
転
開
始
か
ら
50
年
を
迎
え
ま
し
た
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原子力と共に歩み半世紀

昭
和
37
年
5
月
14
日

福
井
県 

北
知
事
、
綿
田
町
長
に
原
子
力
発
電
所
設
置
計
画
を
説
明

昭
和
37
年
6
月
27
日

美
浜
町
議
会
、
原
子
力
発
電
所
誘
致
を
決
議

昭
和
41
年
6
月
13
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

昭
和
41
年
7
月
2
日

美
浜
町
議
会
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
設
置

昭
和
41
年
12
月
1
日

内
閣
総
理
大
臣
、
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可

昭
和
42
年
4
月
12
日

丹
生
大
橋
完
成

昭
和
42
年
8
月
21
日

1
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
42
年
11
月
18
日

美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
42
年
11
月
28
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
2
号
機
の
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

昭
和
43
年
5
月
10
日

内
閣
総
理
大
臣
、
2
号
機
の
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

昭
和
43
年
9
月
6
日

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
殿
下
ご
視
察

昭
和
43
年
12
月
19
日

2
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
45
年
8
月
8
日

1
号
機
、
初
送
電(

大
阪
万
博
会
場
へ
1
万
kW)

昭
和
45
年
11
月
28
日

1
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
46
年
7
月
12
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
3
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

昭
和
46
年
8
月
3
日

美
浜
町
及
び
県
と
関
西
電
力
㈱
、
原
子
力
発
電
所
の
設
置
運
転
に
伴
う
周
辺
環
境

放
射
能
の
安
全
確
認
等
に
関
す
る｢

覚
書｣

締
結

昭
和
46
年
12
月
25
日

美
浜
町
、「
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
設
置
条
例
」
を
制
定

昭
和
47
年
1
月
24
日

昭
和
46
年
8
月
3
日
締
結
の｢

覚
書｣

を
一
部
訂
正
の
上
、｢

協
定
書｣

と
す
る

昭
和
47
年
3
月
13
日

内
閣
総
理
大
臣
、
3
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可

昭
和
47
年
4
月
21
日

2
号
機
、
初
送
電

昭
和
47
年
7
月
25
日

2
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
47
年
7
月
31
日

3
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
51
年
2
月
19
日

3
号
機
、
初
送
電

昭
和
51
年
12
月
1
日

3
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
58
年
7
月
7
日

美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー(

現
在
の
外
観
に)

改
装
工
事
完
了

昭
和
61
年
10
月
3
日

総
発
電
電
力
量
１
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

昭
和
63
年
3
月
14
日

1
号
機
、
混
合
酸
化
物(

Ｍ
Ｏ
Ｘ)

燃
料
4
体
装
荷(

実
証
実
験)

平
成
3
年
2
月
9
日

2
号
機
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
断
事
故
発
生

平
成
6
年
7
月
7
日

2
号
機
、
蒸
気
発
生
器
取
替
工
事
完
了

平
成
6
年
10
月
13
日

2
号
機
、
営
業
運
転
再
開

平
成
9
年
7
月
16
日

総
発
電
電
力
量
２
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

平
成
16
年
8
月
9
日

3
号
機
、
2
次
系
配
管
破
損
事
故
発
生

平
成
16
年
9
月
27
日

経
済
産
業
省
か
ら
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く｢

技
術
基
準
適
合
命
令｣

を
適
用
し

た
行
政
処
分

平
成
17
年
3
月
1
日

｢

美
浜
発
電
所
3
号
機
事
故
再
発
防
止
対
策｣

を
国･

県･
町
に
提
出

平
成
17
年
3
月
25
日

｢

美
浜
発
電
所
3
号
機
事
故
再
発
防
止
対
策
の
行
動
計
画｣

を
策
定
、

8
月
9
日
を｢

安
全
の
誓
い｣

の
日
と
定
め
る

平
成
17
年
7
月
25
日

原
子
力
事
業
本
部
を
美
浜
町(

郷
市)

に
移
転

平
成
17
年
9
月
28
日

3
号
機
、
事
故
破
損
箇
所
を
含
め
た
主
復
水
配
管
取
替
工
事
完
了

平
成
17
年
12
月
5
日

3
号
機
、
主
復
水
配
管
に
つ
い
て
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
技
術
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
使
用
停
止
命
令
を
解
除

平
成
18
年
5
月
26
日

県
知
事
及
び
美
浜
町
長
が
3
号
機
の
運
転
再
開
を
了
承

平
成
18
年
12
月
19
日

総
発
電
電
力
量
３
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

平
成
19
年
2
月
7
日

3
号
機
、
約
2
年
6
カ
月
ぶ
り
に
営
業
運
転
再
開

平
成
23
年
3
月
11
日

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
発
生

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生

平
成
25
年
7
月
8
日

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
施
行

平
成
27
年
3
月
17
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

平
成
27
年
4
月
27
日

1
・
2
号
機
、
運
転
終
了

平
成
27
年
11
月
26
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
工
事
計
画
認
可
申
請

〃

3
号
機
、
運
転
延
長
認
可
申
請

平
成
28
年
2
月
12
日

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
計
画
申
請

平
成
28
年
10
月
5
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

平
成
28
年
10
月
26
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
工
事
計
画
認
可

平
成
28
年
11
月
16
日

3
号
機
、
運
転
期
間
延
長
認
可

平
成
29
年
4
月
19
日

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
計
画
認
可

〃

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
工
事
着
工

平
成
29
年
6
月
8
日

3
号
機
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
着
工

令
和
2
年
9
月
18
日

3
号
機
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
完
了

令
和
2
年
10
月
16
日

国
か
ら
町
に
、
3
号
機
再
稼
働
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請

令
和
2
年
10
月
31
日

美
浜
発
電
所
3
号
機
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催

美
浜
発
電
所
の
あ
ゆ
み

↑1･2号機建設工事

２

２ １

１３

４

５

６

７

３４５６７

↑丹生大橋　橋りょう工事↑美浜原子力PRセンター完成

↑皇太子殿下、同妃殿下ご視察↑PRセンター改装工事完了

↑1号機送電開始↑2号機の旧蒸気
　発生器を搬出

↑国へ3号機事故の対応 ･対策を要請

９

８10

↑3号機2次系配管破損事故↑ ｢安全の誓い ｣の石碑↑1･2号機廃止措置工事↑国からの3号機再稼働要請

↑3号機安全性向上対策工事 ↑原子力事業本部を美浜町に移転

11

12

13

14

８９1011121314

■ 1･2 号機に関する出来事

■ 3 号機に関する出来事

２
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美
浜
発
電
所
と
共
に
歩
ん
だ｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

　

町
で
は
、
原
子
力
発
電
所
を
誘
致
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
原
子
力
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
が
、
町
で
は
、｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

と
し
て
、
常
に
原
子
力
発
電
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
正
し

い
理
解
の
促
進
、
発
電
所
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
の
調
査･

検
証
に
よ
る
住
民
の
安
全･

安
心
の
確
保
、
な
ら
び

に
万
一
の
事
故
に
備
え
た
防
災
体
制
の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
町

を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、
児
童･

生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

日
本
初
と
な
る
小
中
一
貫
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
策
定
し
、
電
気･

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
体
験
学
習
や
原
子

力
関
連
施
設
の
見
学
等
を
授
業
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
段
階
的･

総

合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
特
化

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
身
近
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

特
徴
を
理
解
し
、
日
々
の
暮
ら
し

や
地
球
環
境
に
つ
い
て｢

自
ら
考

え
判
断
す
る
力｣

を
養
う
体
験
型

施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

の
推
進

■
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

　
　

体
験
館
き
い
ぱ
す(

丹
生)

　

身
近
な
存
在
で
あ
る
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
原
子
力
発

電
に
関
す
る
情
報
や
発
電
所
の

状
況
等
を
、
分
か
り
や
す
く
紙

面
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
に
関
す
る

　

正
し
い
理
解
の
促
進

　

万
一
の
発
電
所
事
故
に
備
え
、

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の
防
災

イ
ン
フ
ラ
や
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
充
実･

強
化

　

原
子
力
災
害
時
に
お
い
て
避
難
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
、直
ち
に
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、一
時
的
に
屋
内
退
避

す
る
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
放
射
線
防
護
対
策
施
設
の
整
備

美浜発電所

丹生公民館
( 平成 25 年度 )

竹波原子力防災センター
( 平成 28 年度 )

山東公民館菅浜分館
( 平成 25 年度 )

農村婦人の家
( 令和元年度 )

東小学校体育館
( 平成 28 年度 )

中央小学校体育館
(令和2年度整備予定)

東部診療所
( 平成 26 年度 )

：放射線防護対策施設
  (　) 内は完成年度

きいぱす (平成29年 4月開館 )

↑原子力発電所等の見学会 ↑役場前の電光掲示板

↑町立図書館の原子力コーナー↑ケーブルテレビでの情報発信 ↑紙面での情報発信

建物全体を防護施設として運用 (竹波 )体育館にエアドームを設置 (東小学校 )

屋外の空気を浄化して取り入れるフィルタ装置

原子力災害制圧道路

↑�教員が日本エネルギー環境教育学会全国大会に参加

↑原子力防災のしおり

美浜原子力緊急事態支援センター(久々子)

↑行政チャンネルと戸別受信機 (右下 ) ↑屋外放送設備

↑�学校におけるエネルギー環境教育

↑�エネルギー環境教育
　カリキュラム

原子力と共に歩み半世紀

※ 

こ
れ
ま
で
に
6
か
所
を
整
備
、令
和
2
年
度
中

に
7
か
所
目
を
整
備
予
定

原子力防災訓練の様子

�

●�

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

︵ 

携
帯
通
信
網
を
活
用
し
た
屋
外

放
送
設
備
、
戸
別
受
信
機
の
更

新
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
︶

■
防
災
情
報
基
盤
の
強
靭
化

　

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
迅

速
な
初
動
対
応
や
住
民
避
難
活

動
等
を
行
う
た
め
、
県
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
の
整
備

　

防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、計
画
へ
の
理

解
と
実
効
性
を
深
め
る
た
め
、防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
原
子
力
防
災
体
制
の
整
備

　

全
国
の
原
子
力
発
電
所
等
で

の
災
害
に
備
え
、
多
様
か
つ
高

度
な
災
害
対
応
を
可
能
と
す
る

｢

美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援

セ
ン
タ
ー｣

が
電
気
事
業
連
合

会
に
よ
り
久
々
子
地
区
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

■ 

原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織

の
設
立

※ 

平
成
28
年
12
月
本
格
運
用
開
始

※ 

過
去
20
年
で
17
回
実
施

※ 

令
和
2
年
3
月
供
用
開
始

　

(

佐
田
～
竹
波
間 

全
長
５･

１
㎞)

�

●�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

︵ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
の
光

化
や
多
重
化
︶

※ 

令
和
2
年
度
～
4
年
度
整
備

※ 

令
和
2
年
度
整
備
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原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
町
の
体
制

　

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
国
が
す
べ
て
の
責
任
と
権
限
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
で
も
住
民
の
安
全
と
健
康

を
守
る
立
場
か
ら
、
昭
和
46
年
8
月
に
県

や
事
業
者
と
発
電
所
の
設
置
運
転
に
伴
う

周
辺
環
境
放
射
能
の
安
全
確
認
等
に
関
す

る
覚
書(

昭
和
47
年
1
月
に
一
部
訂
正
の

上
、
安
全
協
定
に
変
更)

を
締
結
し
、
絶

え
ず
住
民
の
安
全･

安
心
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
機
関

や
組
織
を
町
行
政
等
に
設
置
し
て
き
ま
し

た
。
誘
致
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の
町
の
原

子
力
発
電
所
に
関
す
る
体
制
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
が
設
置
さ
れ
る
土
地
や

農
林
水
産
業
に
対
す
る
補
償
問
題
及
び
放

射
能
防
護
対
策
に
つ
い
て
の
調
査･

研
究

や
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
促
進
の
た
め
に

必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
ま
し
た
。

(

町
議
会
議
員
6
人
及
び
学
識
経
験
者
9

人
で
構
成)

【
原
子
力
発
電
所
誘
致
対
策
委
員
会
】

　

(

昭
和
37
年
7
月
～
昭
和
38
年
7
月)

　

原
子
力
に
関
す
る
調
査･

研
究
と
原
子

力
発
電
所
の
設
置
に
伴
う
全
て
の
対
策
に

つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し

ま
し
た
。

(

町
議
会
議
員
7
人
及
び
学
識
経
験
者
6

人(

昭
和
46
年
1
月
か
ら
7
人)

で
構
成)

【
原
子
力
委
員
会
】

　

(

昭
和
38
年
7
月
～
昭
和
47
年
3
月)

　

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
は
、
前

身
組
織
で
あ
る
原
子
力
委
員
会
の
責
務
を

引
き
継
ぐ
形
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
の
背
景
に
は
、1
号
機
が
営
業
運

転
を
開
始
し
て
1
年
余
り
が
経
過
し
、2

号
機
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、更
に
は
3

号
機
の
増
設
許
可
が
下
り
た
こ
と
等
の
状

況
か
ら
、住
民
の
中
に
温
排
水
の
漁
業
へ
の

影
響
や
放
射
性
物
質
の
管
理
に
対
す
る
不

安
が
増
大
す
る
心
配
等
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
の
中
、原
子
力
発
電
所
に
起

因
し
て
周
辺
環
境
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を

未
然
に
防
ぎ
、住
民
の
不
安
を
解
消
し
、さ

ら
な
る
安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
長
か
ら
諮
問
が
な
さ
れ
た
と

き
に
は
、安
全
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、こ
れ
に
応
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
町
議
会
議
員
3
人
、
住
民
代
表

【
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
】

　
(

昭
和
47
年
4
月
～
現
在)

15
人
、
専
門
委
員
2
人
の
計
20
人
で
構
成

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
６
回
に
も
お
よ

ぶ
会
議(

令
和
2
年
12
月
現
在)

や
現
地
確

認
、
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
を
深
め
る
た

め
の
調
査
研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

↑3号機事故に伴う配管取替状況
　を確認 (平成 17年 11月 )

　

町
で
は
、
発
電
所
の
誘
致
と
同
時
に
、

原
子
力
発
電
に
関
す
る
係
を
置
い
て
安
全

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
3
年

2
月
に
発
生
し
た
2
号
機
の
蒸
気
発
生
器

伝
熱
管
破
断
事
故
を
受
け
、
事
故
や
故
障

時
の
対
応
等
の
安
全
対
策
を
よ
り
強
化
す

る
た
め
、
平
成
4
年
4
月
、
町
企
画
課
内

に｢
原
子
力
対
策
室｣

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
は｢

防
災･

原
子
力
対
策
室｣

と
し

て
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
内
に
置
か
れ
、国

や
県
の
ほ
か
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、住
民
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、事
業
者

と
の
安
全
協
定
に
関
す
る
業
務
や
防
災
対

策
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
原
子
力
対
策
室
の
設
置
】

　

(

平
成
4
年
4
月
～
現
在)

　

ま
た
、
町
議
会
で
は
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
確
保
を
は
じ
め
、
そ
の
他
、
諸

施
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
た

め
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

(

町
議
会
議
員
7
人
で
構
成)

【
町
議
会
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
】

　

(

昭
和
41
年
7
月
～
現
在)

　

全
国
の
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
で

構
成
さ
れ
る｢

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
村
協
議
会｣

や
県
内
の
立
地
市
町
で

構
成
さ
れ
る｢

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所

在
市
町
協
議
会｣

に
加
盟
し
、
原
子
力
発

電
所
に
関
す
る
調
査
研
究
や
情
報
共
有
の

ほ
か
、
原
子
力
発
電
所
に
起
因
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
国
等
の
関
係
機
関
へ
の
要
請

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
全
国
の
立
地
自
治
体
と
の
連
携
】

美浜町長　戸嶋 秀樹

原子力と共に歩んだ半世紀
　　これからも誇りを胸に
　　　　　　　共生するまちづくりを

大阪万博会場の電光掲示板

↑県協議会による総理大臣への要請
　(令和元年7月 )

　美浜発電所 1号機は、昭和 45 年 7 月 29
日に初臨界に達し、同年 8月 8日には、大阪
で開催された ｢人類の進歩と調和 ｣をテーマと
した日本万国博覧会に｢原子の灯 ｣を届けま
した。あの時、電光掲示板に表示された文字
は、今でも多くの人 の々脳裏に刻まれていると思
います。
　そして、同年 11月 28日に我が国初の加圧

水型軽水炉として営業運転を開始し、これまで国産化技術の礎として多くの技術
者を育てる等、原子力発電技術の発展に貢献し、果たしてきた役割は極めて大き
いと考えております。
　美浜町は、高度経済成長が始まった昭和 37年 5月に、県知事の原子力発電所建
設に向けた協力要請を受け、国策への協力と地域の振興を図るため、地元集落の賛
同をいただき全面的に協力をすることとなりました。原子力発電所の誘致は、農林水産
業が主な産業であった本町にとって未曽有の大プロジェクトでありましたが、誰しもが我
が国の成長に貢献できることを誇りとし、これまで幾多の課題に直面しながらも原子力と
共生するまちづくりを進めることで、地域の発展、町の発展に繋げていくとの気概をもっ
て今日に至っているものと考えております。
　平成 23 年の福島第一原子力発電所事故に伴い、原子力発電を取り巻く状況は大
きく変化しましたが、我が国における原子力発電は、2050 年カーボンニュートラルの実
現を目指すうえでの地球温暖化対策やエネルギー安全保障上の観点からも、安全を
全てに優先させたうえで必要不可欠なエネルギーであると考えております。
　半世紀もの前に将来を見据えて原子力発電所誘致に尽力され、また、多くの課
題に直面しながらも原子力との共生を進め、町の発展にご貢献された多くの先達
に改めて深甚なる敬意を表しますとともに、今後も引き続き、まちづくりの柱の
一つとして安全を最優先に原子力との共生を図っていく所存であります。

原子力と共に歩み半世紀
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で

住
民
が
最
も
不
安
に
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
の

方
向
に
ど
れ
だ
け
の
距
離
を
逃
げ
れ
ば
よ

い
か
で
あ
る
。こ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
風
向
き
に
応
じ
た
放
射
性
物

質
の
拡
散
予
測
図
を
示
し
て
は
ど
う
か
。

美
浜
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て

　

11
月
27
日
に
、美
浜
発
電
所
と
原
子

力
事
業
本
部
に
お
い
て
、地
震
に
よ
る
発

電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
事
故
制

圧
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
対
応
要
員
が
限
ら
れ
る
休

日
の
時
間
帯
に
美
浜
町
で
震
度
6
弱
の

地
震
が
発
生
し
、
3
号
機
は
自
動
停
止

し
た
も
の
の
、
再
び
発
生
し
た
地
震
に

よ
り
全
交
流
電
源
が
喪
失
し
、
非
常
用

炉
心
冷
却
装
置
に
よ
る
注
水
が
不
能
と

な
り
、
炉
心
損
傷
に
至
る
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
西
電
力
が
事
故
制
圧
訓
練
を
実
施

　

事
故
発
生
に
伴
い
、関
西
電
力
本
店

(

大
阪
市)

か
ら
森
本
孝
社
長
が
原
子
力

事
業
本
部
に
駆
け
付
け
て
発
電
所
等
へ

対
応
を
指
示
し
ま
し
た
。発
電
所
で
は
、

発
電
所
構
外
か
ら
の
事
故
対
応
要
員
の

参
集
訓
練
や
新
設
さ
れ
た
緊
急
時
対
策

所
で
の
本
部
運
営
訓
練
、原
子
炉
冷
却
の

た
め
タ
ン
ク
に
海
水
を
補
給
す
る
送
水

手
順
の
訓
練
の
ほ
か
、美
浜
原
子
力
緊
急

事
態
支
援
セ
ン
タ
ー(

久
々
子)

と
の
連
携

に
よ
る
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
の
搬
入･

実
働
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
発
電
所
で
は
、今
回
の
よ
う
な
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、安
全
設

備
と
要
員
対
応
能
力
の
両
面
か
ら
安
全

対
策
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

←�海水をタンクに補給する
送水手順の訓練

道路寸断を想定した参集訓練→

↑遠隔ロボットを使用した搬入 ･実働訓練

　

12
月
3
日
に
、戸
嶋
町
長
が
安
全
性

向
上
対
策
工
事
が
完
了
し
た
美
浜
発
電

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

安
全
性
向
上
対
策
工
事
は
、新
規
制
基

準
へ
の
適
合
や
自
主
的
な
安
全
性
向
上
の

た
め
に
平
成
29
年
6
月
か
ら
着
工
し
、令

和
2
年
9
月
18
日
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、高
畠
勇
人
美
浜
発
電
所

長
よ
り
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、発
電

所
構
内
に
入
り
、新
設
さ
れ
た
標
高
32

ｍ
の
構
台
か
ら
工
事
の
全
体
概
要
を
確

認
し
、耐
震
補
強
さ
れ
た
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
や
原
子
炉
格
納
容
器
、格
納
容

器
内
の
安
全
対
策
、最
新
の
デ
ジ
タ
ル
式

に
更
新
さ
れ
た
中
央
制
御
室
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、構
内
で
実
施
さ
れ
た
事

故
対
応
訓
練
を
視
察
し
、発
電
所
の
安
全

性
向
上
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

戸
嶋
町
長
が
美
浜
発
電
所
を
視
察

↑緊急時対策所での訓練を確認

↑デジタル式に更新された中央制御室を確認 ↑原子炉格納容器内の安全対策設備を確認 ↑補強された原子炉格納容器を確認

　

11
月
17
日
に
、
第
２
０
６
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会(

臨
時
会)

を
町
役

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、

内
閣
府
か
ら
美
浜
地
域
に
お
け
る
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
美
浜

発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
や
意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

(

経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

　
　
　

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
よ
っ
て

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
増
え
る
が
、
こ
れ
を
将

来
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

問答

使
用
済
燃
料
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
減
容
化
等
の
た
め
に
再
処
理

を
行
う
。
再
処
理
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
資
源
の
有
効
利
用
や
余

剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
い
う
軍
事

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に

よ
り
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

美
浜
地
域
に
お
け
る
原
子
力
防
災
に

つ
い
て(

内
閣
府)

問

　
　
　

放
射
性
物
質
の
拡
散
は
気
象
条
件

に
よ
り
大
き
く
異
な
る
た
め
、
予
測
図
の

作
成
が
困
難
で
あ
る
。

　

現
状
の
避
難
等
に
係
る
考
え
方
と
し
て

は
、
発
電
所
の
状
況
や
放
射
線
量
の
測
定

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
避
難
あ

る
い
は
一
時
移
転
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

答

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
動
向

を
は
じ
め
、
発
電
所
の
安
全
対
策
や
廃

止
措
置
作
業
等
、
原
子
力
発
電
を
取
り

巻
く
課
題
等
に
つ
い
て
適
宜
確
認
し
て

い
き
ま
す
。

軽水炉

MOX燃料工場 再処理工場再処理工場

ウラン燃料

使用済燃料ＭＯＸ燃料

回収ウラン･プルトニウム

ウ
ラ
ン

■プルサーマルの仕組み

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
関
す

る
協
議

(

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会)

　
　
　

美
浜
発
電
所
3
号
機
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
を
は
じ
め
と
す
る
新

規
制
基
準
に
適
合
し
た
発
電
所
で
あ
り
、

再
稼
働
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

意
見

　
　
　

美
浜
町
は
、
50
年
前
か
ら
原
子
力

と
共
生
す
る
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴

史
が
あ
る
の
で
、
再
稼
働
に
協
力
し
て
い

く
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
現
地
視
察
等
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
性
向
上
対
策
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
出
来
た
の
で
、

稼
働
し
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
気

を
付
け
て
も
ら
い
た
い
。

意
見

　
　
　

も
ち
ろ
ん
、
事
故
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
が
、
地
元
経
済
の
た
め
に
は
ぜ
ひ

再
稼
働
し
て
い
た
だ
き
、
経
済
活
動
が
豊

か
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見

　
　
　

県
知
事
が
求
め
る
使
用
済
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
の
県
外
立
地
に
つ
い
て
、
関

西
電
力
が
ど
う
い
っ
た
回
答
を
す
る
か
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。

意
見

↑美浜発電所3号機の再稼働について意見を述べる委員

　

し
っ
か
り
と
理
解
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
全
国
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
発
電
所

で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
大
き
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

↑内閣府からの説明を聞く委員

第
２
０
６
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会(

臨
時
会)

を
開
催


